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研究計画内容 みなさん、異人館について知っていますか。みなさん、異人館に行ったこ

とはありますか。行ったことがあると言う方、何回行ったことがありますか。

私たちは、知名度の高さの割には訪れる若い人が少なく、リピーターはさら

に少ない神戸異人館について、それはなぜだろう、その現状を変えることが

できるのだろうかという問題意識に立って研究を行いました。 

＜研究の手法＞ 

 私たちは、最初に異人館の歴史や概略について調べ、その後異人館に関す

るアンケートを甲南大学の学生約 400 人の方に実施しました。このアンケー

トを通じて、学生の皆さんが異人館について持っている印象や意見を知るこ

とができました。さらに、そこで浮かんだ問題点についてフィールドワーク

調査を行いました。実際に異人館に行くことで分かることもたくさんありま

した。 

＜問題点・解決策＞ 

 アンケートとフィールドワークの結果から、異人館が今日抱えている課題

が分かり、その解決策を考えました。私たちが今まで異人館にさほど関心を

抱かなかった理由が、実際に異人館に行ってみて分かりました。最寄りの三

ノ宮駅であまり宣伝されていないことや、チケットが割高で複雑なことや、

食事場所が少なく値段が少々高額であることなど、問題点が数多く見つかり

ました。そこで私たちは、一体どのようにすれば若い人たちに異人館への興

味を持ってもらうことができ、またそのために私たちにできることは何かを

考えました。そして私たちは、異人館のパワースポットを皆さんに広めるこ

とを考えました。最近パワースポットがよくテレビや雑誌で取り上げられて

いるのを目にします。異人館にもパワースポットが４か所あります。その４

か所を写真とともに紹介していきます。 

 

私たちのこの発表を聞いて、異人館に行く若い人が増えてくれたらいいな

と考えます。 


